









大 会 発 表 要 旨2004.11.20 『デザイン理論』46/2005
米 国 にお け る小 型 調 理 家 電 の発 展過 程
一1920～50年代 を中心 に
面矢慎介/滋賀県立大学人間文化学部
1950年代 のアメ リカ調理家電市場 には,現
在の 日本か らみ るとやや過剰 とも思え る一連
の機器があ った。本発表 では,ア メ リカな ら
で はの小 型調理 家電 のい くつ かにつ いて,そ
の普及 に先立つ1920年代 ～30年代 の登場時か
ら,1950年代の一定 の普及 までの過程 をた ど
り,こ の一 連の機器 の発展 について考察 した。
初期の小 型調理家 電は20世紀初頭か ら1920
年代 までの間に多 くが試行 されている。 この
時期 には トースターやパ ー コレーターなど,
後 に広 く普及 してい くものの他,チ ェイフィ
ング ・デ ィッシュ(も とはアル コール ラ ンプ
などを使 った料理保 温用 容器。 サー ビング習
慣 の変化 によって後 には見 られな くなる)や,
電気発熱を利用 した卓上用の複合調理器(テ ー
ブル トップス トーブな どと呼ばれ,一 度 の通
電 によって発熱 体の上下 で経済 的に調理す る
もの)等 の製品 もあ った。
1930年代の家電 メーカーの製 品 ライ ンア ッ
プには,ト ース ター,パ ー コレーターの他,
ワ ッフル アイア ン(ワ ッフル焼 き器)お よび
それか ら派生 したサ ン ドイ ッチ ・トースター,
さらに,ゆ で卵つ くり器,ポ ップコーン ・ポ ッ
パ ーに至 るまで,食 卓上での使用 を前提 とす
る一連の小型調理家電が見 られ る。 この頃に
なると冷蔵庫や洗濯機,電 気 レンジな どの大
型家電 とはmを 画 した製品 ジャンル として
成立 して いた ことが うかがえ る。
ここで当時の代表的製品のひ とつ,ワ ッフ
ル アイ ア ンに注 目してみた。 その電化以前 の
鋳鉄製 ワ ッフル型(本 来 のワッフル アイアン)
は1920年代の通販力 タログに も見 られる。電






























か ら離れることな く家族 も客 ももてなす こと
ができるという省力化の利点が強調されてい



























































ばたいていの料理は事足 りる。 しか し,機能
特化 した小型の機器があればさらに調理が便











リー(串刺 し肉を自動回転させなが ら焼 くプ
ロイラー)な どのように,調理過程を見せる
ことを意識 した調理器も登場 している。小型
調理家電は家族の日常の食事のたあばか りで
な く,ホームパーティなどの社交的食事習慣
の中で活用される機器でもあった。
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